
一般質問

令和３年（２０２１年）１０月３１日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６
 

質
問　

臼
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地

域
協
議
会
設
置
の
見
通
し
は
。

　

渦
（
仮
称
）
手
話
言
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
制
定
へ
の
見
解
は
。

市
長　

臼
障
害
者
差
別
の
相
談
は
市

の
窓
口
で
受
け
、
必
要
に
応
じ
地
域

自
立
支
援
協
議
会
で
情
報
共
有
す
る
。

　

渦
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と
の
理

解
の
た
め
に
は
普
及
啓
発
活
動
等
が

大
切
と
認
識
し
て
い
る
。
条
例
制
定

は
他
自
治
体
等
の
取
組
を
注
視
す
る
。

 
質
問　

臼
宅
配
弁
当
に
つ
い
て
、
学

障
が
い
当
事
者
目
線
を
も
つ

小
平
市
に
な
る
た
め
に

再
び
学
童
ク
ラ
ブ
で
の

宅
配
弁
当
の
導
入
に
つ
い
て

童
ク
ラ
ブ
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は
。

　

渦
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
意
見
は
。

市
長　

臼
父
母
連
絡
会
の
要
望
や
父

母
会
主
催
で
の
実
施
例
も
あ
り
、
保

護
者
に
は
一
定
程
度
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

　

渦
保
管
場
所
、
衛
生
管
理
等
に
課

題
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

 
質
問　

臼
分
散
登
校
の
実
施
は
。

　

渦
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
準
備
は
。

教
育
長　

臼
２
学
期
開
始
時
点
で
は

感
染
症
予
防
策
を
講
じ
て
教
育
活
動

を
継
続
し
分
散
登
校
は
実
施
し
て
い

な
い
が
、
今
後
の
感
染
状
況
に
よ
っ

て
は
実
施
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

渦
十
分
な
準
備
は
終
え
て
い
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大

し
て
い
る
中
で
の
小
・
中
学
校
教
育

川
里
富
美
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

障
が
い
者
目
線
の
小
平
市
へ
／
学
童

ク
ラ
ブ
の
宅
配
弁
当
／
学
校
教
育

 
質
問　

臼
病
床
の
確
保
と
宿
泊
療
養

施
設
の
設
置
が
急
務
だ
が
見
解
は
。

　

渦
訪
問
医
療
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

に
つ
い
て
医
師
会
へ
の
働
き
か
け
は
。

　

嘘
不
安
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
自
殺
が

増
え
て
い
る
が
、
自
殺
予
防
対
策
は
。

市
長　

臼
重
要
な
施
策
と
認
識
し
て

い
る
が
市
に
は
病
床
等
を
確
保
す
る

権
限
等
は
な
い
。

　

渦
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
優
先
し
て
お

願
い
し
て
お
り
具
体
的
な
働
き
か
け

は
な
い
が
引
き
続
き
情
報
共
有
す
る
。

　

嘘
こ
だ
い
ら
健
康
増
進
プ
ラ
ン
で

取
組
を
推
進
し
て
い
る
。
医
療
等
と

連
携
し
総
合
的
に
取
り
組
む
必
要
が

コ
ロ
ナ
禍
で
も
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

あ
り
、
現
計
画
終
了
後
は
自
殺
予
防

対
策
を
含
め
た
計
画
策
定
を
進
め
る
。

 
質
問　

臼
資
源
の
店
頭
回
収
を
行
う

店
舗
や
回
収
品
目
を
増
や
す
こ
と
の

依
頼
な
ど
検
討
等
し
て
い
る
こ
と
は
。

　

渦
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減
に
は
拡

大
生
産
者
責
任
を
求
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
。

市
長　

臼
市
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
等
に
回
収
品
目
調
査
の
際
、
働
き

か
け
て
い
る
ほ
か
新
店
舗
設
置
時
に

も
働
き
か
け
を
す
る
な
ど
し
て
い
く
。

　

渦
市
長
会
を
通
じ
国
に
事
業
者
の

費
用
負
担
を
求
め
て
お
り
店
頭
回
収

等
の
拡
充
を
事
業
者
に
働
き
か
け
る
。

ご
み
減
量
と
資
源
化
を

推

進

す

る

た

め

に

さ
と
う
悦
子
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

コ
ロ
ナ
禍
、安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
／

ご
み
減
量
と
資
源
化
に
つ
い
て

 
質
問　

地
域
に
お
け
る
小
学
校
就
学

前
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
多
様
な

集
団
活
動
事
業
の
利
用
支
援
事
業
は
、

自
治
体
の
手
上
げ
方
式
だ
が
小
平
市

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
へ
の
見
解
は
。

市
長　

本
年
５
月
に
東
京
都
か
ら
要

綱
が
示
さ
れ
た
が
、
対
象
者
や
対
象

施
設
な
ど
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
国
や

東
京
都
の
動
向
等
を
注
視
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
代
替
給
食
の
期
間
中
、
食

多

様

な

幼

児

教

育

を

保
障
し
て
い
く
た
め
に
市
は
取
組
を

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
の

進
捗
状
況
と
災
害
時
等
の
対
応
は

育
と
し
て
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
。

　

渦
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
室
の
概
要
は
。

　

嘘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
者
と
の
災
害
時
の
協
定
内
容
は
。

教
育
長　

臼
代
替
給
食
の
献
立
は
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
が
作
成
し

て
お
り
、
旬
の
野
菜
や
季
節
の
行
事

に
合
わ
せ
た
食
材
を
使
用
し
、
食
育

に
資
す
る
献
立
と
な
っ
て
い
る
。

　

渦
最
大
で
１
日　

食
の
ア
レ
ル
ギ

５０

ー
対
応
食
に
対
応
で
き
る
専
用
調
理

室
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
栄
養
士
の
配
置
も
、
特

別
な
献
立
作
成
等
の
業
務
が
発
生
す

る
こ
と
か
ら
増
員
を
検
討
し
て
い
る
。

　

嘘
今
後
、
災
害
時
に
お
け
る
炊
き

出
し
や
食
料
品
の
運
搬
等
の
協
力
に

つ
い
て
、
協
定
を
締
結
予
定
で
あ
る
。

山
﨑
と
も
子
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

多
様
な
幼
児
教
育
の
保
障
を
／
給
食

セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
の
進
捗
状
況
は

 
質
問　

臼
病
気
で
学
校
を
休
ん
だ
際

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

決
め
つ
け
、
い
じ
め
に
つ
な
が
る
な

ど
全
国
的
な
問
題
が
あ
る
が
、
市
内

の
学
校
で
同
様
の
ケ
ー
ス
は
あ
る
か
。

　

渦
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、

感
染
対
策
を
行
う
上
で
は
、
保
護
者

へ
の
一
定
の
情
報
伝
達
が
有
効
で
は
。

教
育
長　

臼
市
立
学
校
で
い
じ
め
に

つ
な
が
っ
た
と
の
報
告
は
な
い
。
今

後
も
偏
見
等
生
じ
な
い
よ
う
各
校
で

人
権
意
識 
の 
※
３ 
涵  
養 
に
努
め
て
い
く
。

か
ん 
よ
う

　

渦
感
染
拡
大
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ

る
場
合
は
人
権
に
配
慮
し
た
上
で
必

要
な
情
報
提
供
が
必
要
と
考
え
て
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
す
た
め
に

る
。
保
健
所
の
調
査
等
で
拡
大
リ
ス

ク
が
低
い
場
合
は
人
権
尊
重
を
踏
ま

え
最
低
限
の
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

 
質
問　

出
納
窓
口
な
ど
市
役
所
で
の

支
払
い
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

ア
プ
リ
を
使
用
可
と
す
べ
き
で
は
。

市
長　

現
在
、
庁
舎
内
で
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
の
導
入
事
例
は
な
い
。

導
入
に
よ
り
利
用
者
の
利
便
性
向
上

が
図
ら
れ
る
が
、
初
期
費
用
や
決
済

手
数
料
の
負
担
等
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
に
限
ら

ず
様
々
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
も

視
野
に
課
題
を
整
理
し
、
費
用
対
効

果
を
勘
案
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
浸
透
さ
せ
る

た
め
の
さ
ら
な
る
工
夫
を

吉
本
ゆ
う
す
け
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

感
染
症
の
偏
見
や
差
別
を
な
く
す

た
め
に
／
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

 
質
問　

臼
公
立
昭
和
病
院
の
感
染 
コ 
※
４

ホ
ー
ト
病
棟
の
拡
充
が
必
要
だ
が
、

市
か
ら
提
案
し
実
行
で
き
な
い
か
。

　

渦
今
後
の
、
市
内
の
自
宅
療
養
者

や
調
整
中
の
人
へ
の
支
援
と
対
応
は
。

市
長　

臼
同
病
院
は
災
害
拠
点
病
院

な
ど
数
多
く
の
指
定
等
を
受
け
て
お

り
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
役
割
な
ど
そ
の
と
き
に
応
じ

た
最
適
な
体
制
整
備
を
昭
和
病
院
企

業
団
の
構
成
市
と
し
て
求
め
て
い
く
。

　

渦
食
料
品
等
を
引
き
続
き
配
付
し
、

申
込
み
の
際
は
原
則
、
市
の
保
健
師

が
対
応
し
相
談
も
受
け
付
け
て
い
く
。

ど
の
よ
う
な
支
援
対
応
が
可
能
か
多

公
立
昭
和
病
院
の
感
染
者
専
用
病
棟
の

拡
充
と
感
染
者
対
応
に
つ
い
て

摩
小
平
保
健
所
と
連
携
し
て
い
く
。

 
質
問　

小
川
住
宅
の
建
て
替
え
と
小

川
東
町
二
丁
目
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
市
の
見
解
は
。

市
長　

小
川
住
宅
は
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
団
地

再
生
に
向
け
て
、
地
区
計
画
の
策
定

な
ど
必
要
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

小
川
東
町
二
丁
目
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
か
ら
、
緑
や
空
間
の
確
保
等
、

整
備
計
画
が
示
さ
れ
る
た
め
、
今
後
、

 
一 
団
地
の
住
宅
施
設
廃
止
に
向
け
地

※
５区

計
画
案
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
川
住
宅
建
て
替
え
と
小
川
東
町

二
丁
目
地
区
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

外
山
ま
な
み
議
員

（
政
和
会
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
専
用

病
棟
／
小
川
住
宅
建
て
替
え
等

 
質
問　

臼
鈴
木
遺
跡
資
料
館
の
来
場

者
数
に
変
化
は
あ
っ
た
か
。

　

渦
保
存
活
用
計
画
策
定
に
当
た
っ

て
、
市
民
の
声
を
生
か
し
て
い
く
機

会
が
必
要
で
は
。

市
長　

臼
国
指
定
史
跡
化
が
市
内
外

か
ら
の
関
心
を
集
め
増
加
し
た
。

　

渦
有
識
者
と
公
募
市
民
で
構
成
す

る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
ほ
か
、

地
域
懇
談
会
を
開
催
予
定
で
あ
る
。

 
質
問　

臼
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
、
平
成　

年　

月
定
例
会
の
請
願

２９

１２

鈴
木
遺
跡
の
魅
力
を
最
大
限
に

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

子
ど
も
や
若
者
た
ち
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

採
択
を
受
け
、
市
の
対
応
は
。

　

渦
市
内
の　

か
ら　

歳
と
、　

代

１２

１９

２０

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
者
数
と
副
反
応
の
報
告
数
は
。

　

嘘
国
の
副
反
応
報
告
や
小
児
科
医

会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
も
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
情
報
提
供
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
任
意
接
種
者
２
千
５
百　
２０

人
に
健
康
調
査
の
お
知
ら
せ
の
送
付

等
し
、
連
絡
が
あ
っ
た　

人
中
３
人

１７

は
副
反
応
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
。

　

渦
８
月
末
で
前
者
は
接
種
３
千
６

百　

人
、
報
告
ゼ
ロ
件
、
後
者
は
接

２０
種
８
千　

人
、
報
告
６
件
で
あ
る
。

６３

　

嘘
市
民
が
自
身
で
判
断
で
き
る
た

め
の
情
報
提
供
は
重
要
で
あ
る
。
今

後
も
接
種
の
情
報
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
提
供
が
で
き
る
か
研
究
す
る
。

山
浦
ま
ゆ
み
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

鈴
木
遺
跡
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
／

子
ど
も
等
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

 
質
問　

教
育
費
約
８
千
万
円
の
余
り

分
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
事

業
穴
埋
め
に
流
用
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
状
況
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の

状
況
の
中
、
初
め
て
実
施
し
た
事
業

で
も
あ
り
、
当
初
想
定
し
た
予
算
額

を
大
幅
に
超
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

実
績
や
他
自
治
体
の
状
況
等
踏
ま
え
、

委
託
事
業
者
と
連
携
し
、
予
算
超
過

し
な
い
事
業
積
算
に
努
め
て
い
く
。

 
質
問　

世
界
各
国
で
、
マ
ス
ク
も
せ

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
事
業
に

不
確
実
性
を
持
た
せ
る
な

デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の

子
ど
も
た
ち
を
日
常
生
活
に

ず
、
行
動
制
限
も
特
に
な
い
事
例
に

つ
い
て
、
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市
長　

複
数
の
国
が
制
限
を
緩
和
し

て
い
る
が
成
果
は
ま
ち
ま
ち
で
、
各

国
で
状
況
が
異
な
る
と
捉
え
て
い
る
。

 
質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
者
と
非
接
種
者
の
差
別
や

分
断
を
招
か
ぬ
よ
う
、
よ
り
積
極
的

で
具
体
的
な
啓
発
を
推
進
し
、
相
談

窓
口
を
設
け
人
権
に
つ
い
て
の
相
談

も
受
け
る
こ
と
を
明
記
す
べ
き
で
は
。

市
長　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
差

別
や
偏
見
、
分
断
等
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
引
き
続
き
必
要
な
人
に
適

切
に
案
内
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
・
非
接
種
で
の

差
別
は
人
権
侵
害
で
あ
る

安
竹
洋
平
議
員

（
一
人
会
派
の
会
）

人
権
の
壁
を
守
り
、根
拠
な
き
こ
と
は
や
め

堅
実
で
大
胆
な
事
業
運
営
を

お弁当給食（代替給食）の一例


